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徳島県及び徳島県上勝町における地方創生に向けた交通の取り組み 

 

１．はじめに 

国土交通省総合政策局総務課では、地方自治体が取り組む交通政策の成功事例を調査し、知見・

ノウハウの整理・共有化に取り組んでいるところであるが、地方創生を支える総合交通体系のあ

り方を検討する一環として、徳島県及び徳島県上勝町の事例調査を実施した。 

徳島県では、県内市町村に対する支援など様々な取り組みを行っているが、ここでは高速バス

の乗継拠点「徳島とくとくターミナル」の整備及び公共交通を利用して県内の札所を巡る「公共

交通 阿波遍路」を紹介する。 

徳島県上勝町では、民間の交通事業者の撤退後、町営バス・過疎地有償運送が運行され、高齢

者・高校生のみならず、町外からの来訪者の移動手段にもなっている。 

 

２．徳島県における交通施策 

①徳島とくとくターミナル 

徳島県では、平成 10 年の明石海峡大橋の開通以降、県内と京阪神を中心とした本州各地を結ぶ、

高速バスが便数・輸送人員ともに増加している。平成 13 年度以降は、年間 200 万人以上に利用

され、高速バスは徳島県内外を結ぶ基幹的な公共交通機関となっている。（徳島阿波おどり空港の

年間乗降客数は 100 万人） 

徳島とくとくターミナルは、平成 15 年に国と徳島県により整備された高速バスと路線バスやタ

クシー、自家用車の乗継拠点である。特産品の販売や観光情報を提供する「とくとく市場」やト

イレも併設され、観光・休憩機能も有している。徳島県を発着する高速バス約 340 便の約 8 割が

経由し、高速バス利用者の約３割が利用する県内の広域交通拠点となっている。 
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②公共交通 阿波遍路 

「四国八十八ヶ所巡り」は、空海ゆかりの寺院を巡礼するものであり、徳島県内には、88 ヶ所

のうち 23 の札所がある。途中には、自然など様々な見どころがあり、観光ルートの１つになって

いる。 

徳島県では、観光振興と公共交通の利用促進を兼ねて、県内全 23 ヶ所の札所を 6 日間で巡る

モデルスケジュールを作成し、ウェブサイト（http://www.pref.tokushima.jp/docs/20140730000

87/）で公開している。 

また、平成 26 年度から路線バス利用と沿線の観光資源などを巡るウォーキングを合せたイベン

ト「バス＆ウォーク」を実施している。平成 27 年 11 月には、3 ヶ所の札所等を巡る「バス＆お

遍路ウォーク」を開催するなど、既存の交通ネットワークと観光資源を活かした取り組みが行わ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通阿波遍路 モデルスケジュール 

バス＆お遍路ウォーク（チラシ） 

バス＆お遍路ウォーク（当日の様子） 
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３．上勝町における交通施策 

徳島県上勝町は、徳島県のほぼ中央にあり、徳島市中心部から車で１時間ほどの場所に位置し

ている。町内の中央を勝浦川が流れ、周囲を 1,000m 級の山に囲まれた地域である。平成 27 年 1

月 1 日現在の人口は 1,559 人、高齢化率は 54.8%と徳島県内で人口が最も少なく、高齢化率が最

も高い町である。人口減少・高齢化が進んでいるものの、近年は、町内の野山で収穫した葉っぱ

や花を都市部の料亭等へツマモノ（飾り）として販売する「葉っぱビジネス」などで全国的に注

目を集めている。 

地域交通についてみると、人口減少・高齢化によりタクシー、路線バスの事業者が相次いで撤

退し、行政による「上勝町営バス」と地域住民による「上勝町有償ボランティア輸送事業」が地

域交通を支えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 上勝町の地域交通体系（イメージ） 

 

表 上勝町における地域交通に係る動向 

 路線バス関連 過疎地有償運送関連 

H14 
7 月 バス事業者より H15．10 に上勝路

線廃止との通達 

7 月 町内のタクシー事業者が休業 

H15 

10 月 徳島バス（株）へ路線廃止の期間

延期の要望により 1 年間延期 

5 月 国より「構造改革特区」の認定を

町が受ける 

10 月 上勝社会福祉協議会で着手、運営

委員会を設置、事業開始 

H16 
10 月 徳島バス上勝路線が廃止 

同時に町営バス運行開始 

 

H18 
 4 月 NPO 法人ゼロ・ウェイストアカデ

ミーが事業を行う 

H20 
 4 月 事業更新手続き（過疎地有償運送）
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①町営バスの運行 

民間の路線バスの撤退に伴い、平成 16 年から町営バスを運行している。町内の中央を走る「八

重地線」と八重地線から枝分かれする「大北線」の２路線があり、「八重地線」は隣接する勝浦町

において徳島市方面の路線バスと接続している。２つの町営バスと徳島市方面の路線バスとは、

短い待ち時間で乗り継ぎができるようダイヤが設定されている。また、勝浦町内には小松島西高

等学校勝浦校があり、朝夕の通学時間帯には、「八重地線」の終点を高校前まで延伸し、高校生の

通学にも配慮した運行が行われている。 

 

②有償ボランティア輸送事業 

平成１４年７月に町内のタクシー事業者が休業したことから、車の運転ができない高齢者等の

通院、買物や路線バスへのアクセスのための移動手段が必要となった。当時は、過疎地有償運送

等の制度は確立されておらず、構造改革特区の認定を受け、登録ボランティアと自家用車を活用

した有償ボランティア輸送事業を開始した。 

事業開始時の事業主体は社会福祉協議会であったが、現在は、社会福祉協議会から運転業務を

切り離し、NPO 法人ゼロ・ウェイストアカデミーにより運営されている。町からの補助はなく、

会員からの年会費と利用料金により運営されている。利用料金はガソリン代として運転手に渡さ

れる。 

二種免許所有者および市町村運営有償等運転者講習受講等の要件をクリアした住民が運転手と

して登録され、運転手所有の自家用車により送迎を行っている。事業開始時は、運転手全員が高

齢者であったが、最近は遠方からの転勤者等も増え、50 歳代の運転手も増えている。 

利用者は 1 日３～５組程度であり、目的地は診療所や町外の病院などが多く、通院・買物のセ

ットで利用することが多い。利用者は会員に限定しているものの、会員には町民以外もなること

ができるように対象を拡大している。会員には、視察者もおり、徳島阿波おどり空港から上勝町

までの交通手段の一つにもなっている。 
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上勝町 有償ボランティア輸送事業の概要 
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４．考察 

 

○徳島県の取組を踏まえた考察 

✔高速バスの利用促進 

徳島県では、高速バスを基幹的な公共交通機関として交通体系に位置付け、高速バスや路線バ

ス・タクシー等との乗継拠点である「徳島とくとくターミナル」を整備している。 

高速バスは、低廉かつ良質で需要創出効果を有する交通サービスと言われ、国内観光の振興や

外国人観光客等の訪問促進などの面から利用促進が期待されている。観光等の広域交流を促進す

るためには、高速バスの誘致や高速バスとバス・タクシー等 2 次交通との連携向上といった取り

組みが有効であると考えられる。 

 

✔観光による地域交通の活性化 

徳島県では、観光客等の公共交通の利用促進の一環として公共交通を利用したお遍路のモデル

スケジュールの提案やイベントなどを行っている。 

人口減少や高齢化が進む中で、地域交通を維持するためには、生活交通に加え、観光交通も需

要として取り込むことが重要であると考えられる。そのためには、公共交通沿線の観光資源を活

用したモデルルートの提案やイベントなどにより観光交通需要を創出することも有効であると考

えられる。 

 

○上勝町の取組を踏まえた考察 

✔共助による移動手段確保の必要性 

上勝町では、民間のバス・タクシー事業者の撤退後、町営バスと過疎地有償運送が生活の足を

担っている。 

上勝町のような需要が多くない地域では、定時定路線型の交通サービスなど従来からの公共交

通のみで交通需要に対応することは非効率であり、過疎地有償運送といった共助的な交通サービ

スが果たす役割が大きいと考えられる。 

共助的な交通サービスの実現には、地域の関係者の理解と担い手が必要であり、地域において

移動手段確保の重要性を共有するとともに、担い手の育成に取り組む必要がある。また、地域内

外の交流を促進するために、地域住民のみならず来訪者の移動ニーズも考慮することが望ましい

と考えられる。 


